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●音源応募
応募組数：63組

●予選大会in沖縄
日時：2019年2月9日（土）
場所：ミュージックタウン音市場3Fホール
応募組数： 13組
優勝：神響

●予選大会in大阪
日時：2019年6月1日（土）
場所：カンテレ扇町スクエア1Fイベントスペース
応募組数： 22組
優勝：Harmony With You

●予選大会inソウル(メンタリングクラスオーディション)
日時：2019年2月26日（月）
場所：江南障害者福祉館アクティブホール
応募組数： 6組
優勝：キム・ジヒ

障がい者の音楽コンテスト
第16回ゴールドコンサート開催記録

障がいをもつミュージシャンのコンテストであるゴールドコンサートは、出場者をはじ
め企画運営に関わる者まで障がい当事者で占められている。
このコンサートに行政、企業、学校、地域の人々に広報、協賛、ボランティア、観覧、
インターネットによる視聴など様々な形で参加してもらうことにより、できるだけ多く
の方に障がい者の自立、社会進出の必要性を認識してもらう。
もって、誰もがやる気や実力に応じて参加できる社会の実現に貢献する。
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趣旨

日時：2019年10月14日（土）
場所：東京国際フォーラム ホールC
出場組数：10組
(1組欠場あり）
来場者：794名
出場関係者：約65名
(出場者約30名、キャスト・介添者約35名）
スタッフ数：約200名
(ボランティア含む）
インターネットアクセス数：479件
グランプリ：笙 YUU

第16回 ゴールドコンサート本戦

選抜



組織委員会

　2003 年よりスタートしたゴールドコンサートも今年で16 
回を迎えることができました。これも皆さまの温かいご支援
・ご協力の賜物です。心より御礼申し上げます。ゴールドコ
ンサートは、障害を抱えていても音楽で生計を立てられる一
流のミュージシャンを育てることが目標です。
　よく音楽に国境や言語の壁はないと言いますが、私は障害
という壁もないと思っています。それは、毎回素晴らしい演
奏を聞かせてくれる出場者の皆さんが体現してくれている通
りです。いつか皆さんの奏でる音楽をテレビや街角で聞くこ
とを楽しみにしています。
　最後になりますが、今後も障害者の自立と社会進出がより
前進するよう取り組んで参りたいと思います。皆さまにおか
れましては、今後益々のお力添えを賜りますようお願い申し
上げます。

　第16回ゴールドコンサート　東京国際フォーラムにて開催！
　本年も昨年に引き続き、盛大にゴールドコンサートを開催できまし
た。これも皆様のご支援の賜物です。心より感謝申し上げます。
　今回のグランプリ受賞者は、宮城県の笙YUUさんでした。公式ホー
ムページによると、「ウィリアムズ症候群という障害を音楽の分野に
特化する才能に開花させ、「こころあたたかくなる笙の音を世界へ」
の想いを胸に、笙の音を届け続けている。」ということです。
　彼は、笙という日本古来の雅楽に使われる楽器を使いこなして、す
でにある曲からオリジナル曲まで多くの曲を奏でることができます。
　これを契機に、来年の2020年東京オリンピック、パラリンピック
競技大会に向けて、飛躍してもらえることを期待しています。
　また、今回は開場・開演時間を1時間早くしたり、ボランティアの
役割を多くしたりと、運営面でも様々なチャレンジがありました。関
係者の皆様にお礼申し上げます。
　さて、すでに第17回に向けてキックオフしています。文化庁に委
託を受けまして、2020年1月の九州を皮切りに、沖縄、関西、東北の
地方予選大会を開催します。また、韓国、台湾においても海外予選大
会も開催します。
　引き続き皆様のご協力をなにとぞよろしくお願いします。

名誉顧問 エーバルド・クロー デンマーク筋ジストロフィー協会 会長
顧問 長谷川 岳 参議院議員
 平松 一夫 関西学院大学 名誉教授
理事 今福 義明 アクセスジャパン 代表
 奥山 俊博 東京大学先端科学技術研究センター 特任研究員
 貝谷 嘉洋 NPO法人日本バリアフリー協会 代表理事
 金子 秀明 株式会社日本テレソフト 社長
 小林 麻美子 株式会社マグナ 代表取締役
 小林 るつ子 玩具福祉学会 理事長
 斎藤 省 有限会社さいとう工房 代表取締役
 高木 真 財団法人日本チャリティ協会
 高田 弘治 Crescent経営研究所 代表
 高橋 久 
 高橋 実 社会福祉法人視覚障害者支援総合センター 元理事長
 高橋 陽子 公益社団法人日本フィランソロピー協会 理事長

衆議院議員より挨拶

衆議院議員　
野田聖子（のだせいこ）

 竹中 ナミ 社会福祉法人プロップステーション 理事長
 寺田 学 株式会社CMSコミュニケーションズ 代表取締役社長
 仲川 一昭 福祉の管弦楽団まごころ・ボランティアオーケストラ
　　　　　　　　　　「響（ゆら）」 代表・指揮者
 長崎 栄 株式会社ダイレクト インプット
 西野 弘 株式会社NI インテリジェントイニシアティブ 取締役会長
 松延 健児 株式会社エクサネット 代表取締役
 野澤 勝 株式会社コヤマドライビングスクール 総務人事部長
 Peter David Pedersen 株式会社イースクエア 共同創業者
 馬渡 徹郎 NPO法人音の羽根 理事長
 安田 武晴 読売新聞
 山下 桜 パイオニア株式会社
 吉井 勇 株式会社ニューメディア 月刊ニューメディア 編集長
 吉井 康雄 株式会社スポーツニッポン新聞社

実行委員長より挨拶

NPO法人日本バリアフリー協会　
代表理事　貝谷嘉洋（かいやよしひろ）





協力者の皆様（以下、敬称略）
■協力＜企業・団体＞
株式会社エイチ・アイ・エス ユニバーサルツーリズムデスク
関西学院同窓会東京支部
江南障害者福祉館 Active Art
株式会社京進
車いすアドバイザーいっぽ
クレセント経営研究所
JPモルガン
渋谷ズンチャカ！
一般社団法人障がい者自立推進機構パラリンアート運営事務局
スポーツニッポン新聞社
NPO法人とっておきの音楽祭
日本オラクル株式会社
公益財団法人日本ケアフィット共育機構
NPO 法人日本バリアフリー政策研究所

パンローリング株式会社
株式会社フジテレビジョン
株式会社０段差
株式会社メディカルフォーラム
めびうすのWA
六本木ふるめん

■協賛＜個人＞
新居 倫子
伊藤 毅志
大木 聖薫
加藤 喜昭
北原 恵美

公ちゃん
清水 千佳代
祐成 常久
多根 伸彦
出口貴美子
永田 啓子
西川 將巳
坂内恵子
坂内智也
福島 浩太
福島 敏子
村上 みな子
森 昭弘

山中 洋子
吉﨑 英雄
他　匿名希望10名

※当法人の年間活動へ、ファイ
ザー株式会社からご支援をいた
だいております。

　第16回ゴールドコンサートの本戦を、10月14日に無事楽し
く迎えることが出来ました。
　直前の10月12日には、台風19号が日本に上陸。静岡県の伊
豆半島から関東一帯と福島県を縦断して、私が住む東京の世田
谷でも多摩川が溢れ、思いもかけない避難勧告が出るなど、大
会への影響が心配されました。結果、韓国から出場予定だった
お一人が残念ながら欠場となっただけで、お客様も沢山お越し
下さって、熱気のあるコンサートとなりました。
　お話を聞くと、直接の被害は無かったまでも、それぞれに交
通事情など皆さん大変なこともおありになったようで、そんな
中をご参加下さった出場者、ならびに関係者、お客様には心か
ら感謝申し上げます。誠にありがとうございました。
　それで楽曲賞には、盲目のシンガー・ソングライターharu.
さんの作品「素粒子」と、もう一曲、栗山龍太さんの「リアル
ビクトリー」が選ばれました。
　「素粒子」はとても文学的で細やかな言葉使いが面白かった
こと。「リアルビクトリー」はパラリンピックを目前に、伸び
やかなヴォーカルから元気を貰える曲としての評価が高かった
作品です。
　場内のお客様からの投票で選ばれた若渚さんは、みずみずし
い声で歌われた「空」が心地良く、インターネットの投票で1

位を獲得した台湾のシンガー・ソングライターの張哲瑞さんは、同時に私たち審査員からの審査員特別賞も、楽曲「張哲瑞」
で受賞しています。
　ご自分の名前をタイトルにした張哲瑞さんの曲は、スムーズなラップのような語り口で、日本語が見事に散りばめられてい
て、思わず誰もが引き込まれて楽しく聞き入っていました。
　今回は全体的に、楽曲として、あるいはパフォーマンスとして、「この人はすぐにでもプロになれる！」という強いインパ
クトを持った出場者は見当たらなかったわりに、それぞれがそれなりに存在感と主張するテーマがあって、さあ、それでは誰
を選ぶかという時に、選びにくいものがありました。悪く言えば、「ドングリの背くらべ」であり、少し良く言えば「一定の
粒が揃っていた」と言うことにもなったと思います。
　そんな中で、一人ユニークに群を抜いていたのが、グランプリを受賞した笙奏者の笙YUUさんの作「令和の煌」とパフォー
マンスでした。
　笙YUUさんは、13歳で笙という楽器を手にされたそうで、このゴールドコンサートでは、2016年に行われた第13回ゴール
ドコンサートでも、「風海る」という曲で楽曲賞を手にしておいでです。
　その時の講評を元に頑張って、より良い曲を創作。見事に今回のグランプリとなったと言う事でした。私たちが耳にして来
た笙と言う楽器は、主に雅楽で使われて来た17本の細い竹を束ねた古典的な楽器であり、竹に開けた穴から出る音が共鳴し
て、なんとも雅な和音を聞かせてくれるのが常ですけれど、笙YUUさんは、そう言う奏法を意図的に工夫しているのか、又は
楽器そのものに違いがあるのか、単音を際立たせて演奏することで、笙をメロディー楽器のように聞かせることに成功。笙が
創り出す雅さはそのままに、全く新しい可能性を感じさせる魅力あるパフォーマンスが見事で、審査員の全員一致でグランプ
リを受賞しています。
　回を重ねるごとに、ゴールドコンサートは国際色を強めて来ているのが嬉しく、近い将来は他のアジアの国々から参加して
下さるアーティストが、グランプリを受賞して、日本およびアジアの国々で、プロのアーティストとして活躍して下さる日が
来るのも、決して夢では無いと考えています。
　来年もどうぞ、皆様のご協力とご参加を、心からお待しています。

審査委員長より挨拶

音楽評論・作詞家
湯川れい子（ゆかわれいこ）



審査員
■審査員長
湯川 れい子　　音楽評論家・作詞家
■副審査員
吉岡 正晴　　音楽評論家

本戦

■審査員
阿部 恒世　　WaWaWa 元編集長
工藤 由美　　音楽ジャーナリスト
小久保 隆　　環境音楽家
白岩 英也　　みちのくレコード、みちのく歌謡文化連盟会長
萩原 岳　　ナレーター、宣伝販売促進コンサルタント
花村 ひろ子　　有限会社 エフ・エム・ジー 会長

予選大会in大阪
■審査員長
仲川 一昭 福祉の管弦楽団まごころ・ボランティアオーケストラ「響」
代表・指揮者

■審査員
酒井 靖　一般財団法人たんぽぽの家　エグゼクティブ・ディレクター
口石 和人 15周年ゴールドコンサートグランプリ

　第１６回ゴールドコンサートのご成功誠におめでとうございます。
出場者皆様の演奏技術の素晴らしさやモチベーションの高さに大変
感動させて頂きました。これからも出演者の皆様・残念ながら出場で
きなかった皆様が目標に向かって研鑽されることを願っております。
　私ども東京西ロータリークラブは、様々な奉仕活動を行っている団
体です。
　その一つとしてゴールドコンサートに共感して共催させて頂いてお
ります。
　又今回は９名の会員が当日のお手伝いをさせて頂きました。これか
らも微力ながら出来る限り協力させて頂きたいと思っております。

　第16回ゴールドコンサートのご成功を心よりお祝い申し上げます。
準備段階から本イベントを支えてこられた日本バリアフリー協会事務
局と関係者、本選出場を遂げられたアーティストと支援者、当日ご支
援いただいたボランティア並びに審査員、ご来場いただいた聴衆者、
全ての皆様とこの素晴らしい時空を東京国際フォーラムで共有出来た
事にお礼を申し上げます。
　私どもは、2016年に開催された第13回本選に初めて参加し、日本
バリアフリー協会が進める「障がい者も一員として社会に貢献する」
と言うビジョンを現実化しているゴールドコンサートの内容に心底感
動した次第でございます。　印刷事業を通して、多様性を求める世の
中の新しい価値を創造する事により、全ての人々が豊かな生活を得る
事を追求している弊社がゴールドコンサートを支援出来る機会を得た
事に、改めてお礼を申し上げたいと思います。
　来年は、いよいよ東京オリンピック－パラリンピックが開催されま
すが、貝谷代表の悲願である「ゴールドコンサートの受賞アーティス
トがこの国際的な大イベントに関われますこと」を祈念し、ご挨拶に
代えさせて頂きます。

協賛者メッセージ

東京西ロータリークラブ
副会長　鈴木宜雄 (すずきのぶお)

協賛者メッセージ

株式会社　森技報堂
代表取締役　森  康 (もりやすし)



受賞結果

出場者（出場順）

①  豊中ろう和太鼓クラブ「鼓響」 ／ 大阪【聴覚】  「海の太鼓」

②  張  哲瑞／ 台湾【視覚】  「張  哲瑞」

③  Harmony  With  You／ 大阪【視覚、その他  】「FOREVER  LOVE」

④  若渚／ 愛知【視覚】  「空」

⑤  笙 YUU ／ 宮城【知的・発達・内部】  「令和の煌」

⑥  MC KOO ／ フィンランド【知的・発達】  「Maailmalle feat. Lossi  T &Lilli Aro」

⑦  盲目のシンガーソングライターharu. ／ 京都【視覚】  「素粒子」

⑧  真北  聖子／ 宮崎【肢体】  「花びらを誘って」

⑨  栗山  龍太／ 神奈川【視覚】  「リアルビクトリー」

⑩  神響 ／ 沖縄【視覚・精神、内部】  「話すだけで」

とよなか 　　　　  わ  だいこ 　　　　　　　　　  こびき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 うみ　　  たいこ

ちょうてつすい  　　　　　　　　　　　　　　　　  ちょう  てつ すい

 ハーモニー   　　　   ウィズ 　    ユー   　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 フォーエバー　　　 ラブ

　わかな　　　　　　　　　　　　　　　           そら 

しょう  ユウ                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れいわ     きらめき

エムシー  クー                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　マイルマレフィーチャリング ロッシ ティー  アンド リリーアロ

 もうもく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ハル 　　　　　　　　　　　　　　　　　　     そりゅうし  

   まきた 　   せいこ　　　　　　　　　　　　　　                  はな 　　　             さそ  

くりやま    りょうた

しんきょう 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  はな

ネット投票結果



　グランプリは、エントリーナンバー5番・・・・その瞬間、思わず
やった～と大声を上げて仕舞いました。 ３年前の楽曲賞に続
き、二回目の本戦出場で最高賞のグランプリを頂けるとは夢に
も思っていませんでした。障がい者の為のコンテストが在るこ
と知ったのは、何年前の事だったでしょうか。  え～、こんな企画
があるんだ、早速出てみたいと思い音源審査に応募しました
が、結果は落選。きっとレベルが高いんだと思いそのまま暫く
応募せずにいました。ちょうど仙台での地方大会があり応募し
出場。そこで優勝！。本戦に駒を進める事が出来ました。東京国
際フォーラムＣ会場での決戦。会場の大きさに、雰囲気に圧倒
されながら、出場する他のメンバー見ながらドキドキ、わくわく
の中、はからずも楽曲賞を受賞し、これまでの作曲に自信を持
つことが出来、ひとつステップアップできたように感じました。

グランプリ
笙YUU

　それから三年、ゴールドコンサートの事をとっておきの音楽祭で配布していたチラシを見て応募しようと思いました。しかし、
応募期間を確認したら、なんと締め切りまで後1週間しかなく慌てて収録応募。過去に音源だけの応募では、本戦に進めなかっ
た事もあり余り期待を持てなかったが、本戦出場決定の連絡にビックリした。いよいよ明日本選と言う日、多くのイベントが大
雨、台風の為中止。交通機関も運転中止。迎えた当日、各地で災害発生の報が伝えられる中、何とか交通機関も再開し本戦に間
に合い、2度目の本戦に臨みました。　　
　今回は、控室に同じ障がいを持つフィンランドから参加の方々一緒でした。身振り手振りでの会話や、お国違いの習慣の違
い等を感じながらも楽しい時間を過ごすことが出来ました。いよいよ本番での演奏。ピアノニストでアレンジ担当して頂いた二
人で臨み、二人の息もピッタリと逢い最高のパフォーマンスで終了しました。全員の演奏が終了しいよいよ表彰式。各賞の発表
があり残すは、最後のグランプリのみとなり、これで名前が呼ばれなければわざわざ一緒に応援に駆け付けてくれた皆さんに
何と言おうか、と頭をかすめた瞬間に発表された言葉に思わず大きな歓声を上げたのでした。その後は、ふわふわと空中を漂
っている様な、一つの山を登り終えた様な感覚さえおぼえました。
　ゴールドコンサートに出会えて、今までの歩んできた事が確信につながり、お墨付きを頂戴し、今後の活動に、大いなる希望
と誇りをもって進む事ができます。湯川れい子先生始め、審査員、関係者、スタッフの皆様方に心より感謝申し上げます。このゴ
ールドコンサートが、障がいのある方々の登龍門、ステータスとなります様心より願っております。

　今後は、音楽活動を中心に据え先ずは、グランプリ受賞曲「令和の煌」
のシングルCDの製作発売。次に大好きな雅楽曲のみのCDの製作。次に
まだどこにもないピアノと笙に依る楽譜を作り、次世代に向け、笙の世
界を多くの方々に広く長く愛されるように普及と伝統の継承をし、後に
は笙の音楽大会等を開けたらいいなぁと願っています。特に伝統の楽
器である笙の音が世界に響き渡り戦争や、核兵器の無い明るい未来を
願って笙の音を届き続けて行きたいと思います。

　このゴールドコンサートが世界大会になり、
世界の人々が集う平和の音楽のオリンピックゴ
ールドコンサートとなります様と願っています。

１  ゴールドコンサートの感想　

２  今後の活動、展望について ３  最後に一言
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　心身障害者芸文推進協会経由で私はNPO法人日本バリアフリー協会代表理事長貝谷様と知り合い
ました。そのきっかけでゴールドコンサートのことを知りました。主催歴はもう十年以上であり、そして
台湾国内でもっとも有名なピアニスト黄 裕翔氏もこのコンサートに出場したことがあるとを聞き、「よ
し、私も参加するぞ！」と心の中に闘志を燃やしました！ようやく決戦に進むことができました。
　視覚障害者の私と、待合室で他の国の参加者や日本各地域からの音楽アーティスト達は、皆一生懸
命自分の音楽を舞台に立って演じていて、流れている音楽の中から音楽性と夢を感じました。体の不
自由な部分は一つも聞こえませんでした！
　決戦から今、一ヶ月過ぎましたが、その時の感動はまだ心に残っています。今年、ゴールドコンサー
トに参加し、皆様と良い思い出ができたことをとっても感謝しています。

審査員特別賞
張哲瑞

　創作の道にどんどん新しい作品が出来上がるように努力します。また、子供との音
楽の創作ができるといいなと思います。これからは日本との音楽の交流機会がもっと
沢山あればよいと思います。　　
　自分と*看嘸楽団の音楽を日本の皆様に届け、世界中の良い音楽を沢山鑑賞でき
ますように。*看嘸楽団は花ちゃんが成立し、団長を担当しています。
　台湾国内で生命教育スピーチは来年度いよいよ200回を迎えます。
　歌、ギター演奏、ダンス、司会者役…などの他に、今の自分を乗り越えて台湾漫才、
またはトークショーの出演もやってみたいと思います。

　芸術音楽の道には皆様は同じ権利を持っていると思います。
　体の不自由などの原因で差別されることはなく、夢をお持ちでしたら、やりたいこと
があれば、努力しましょう！もっと沢山の人に音楽と芸術の美しさを見せましょう。

１  ゴールドコンサートの感想　

２  今後の活動、展望について

３  最後に一言

　私は今、人の心と身体を癒す仕事がしたいと音楽活動の他にマッサージの勉強も
しています。
　今後はコンサートやラジオ番組、学校講演などの音楽活動と両立し、マッサージの
勉強も頑張っていきたいです。

　これからは今回のゴールドコンサートの経験を生かし、海外進出を目指して一歩ず
つ前進していきたいです。

２  今後の活動、展望について

３  最後に一言

　私は今回、初めてゴールドコンサートに出場しました。
大切な仲間たちと国際フォーラムの大きな舞台に立ち、1000人以上の人に聞いてもらえた喜び
に胸が躍りました。
　歌い終わった後には観客からの拍手が上から降ってきたように聞こえ、会場の暖かい空気に
包まれて幸せな気持ちになりました。
　最後に審査員の方から公表をいただき、自分の課題とこれからに生かしていくべきところが
わかってとても勉強になりました。

観客賞
若渚

１  ゴールドコンサートの感想　



　私達は聴覚に障害があり、健聴者の方の数倍・数十倍もの練習が必要です。本戦の日が近づくにつれ、
これまでの練習でどこまで自分たちの力が発揮出来るのかという思いも芽生えはじめてきました。
　当日はトップバッターということもあり、いつも緊張しないメンバーがガチガチになっている姿を初め
て見ました。残念ながら練習してきた内容を100%発揮することが
出来ず、これからの課題になりました。
　結果発表時に、審査委員の方から「このコンテストは明日にで
もプロとしてやっていけるというのが趣旨なので」と言われた時
はびっくりすると共に、場違いなところに来てしまったと恥ずか
しくなりました。プロの道など考えたことがなかったからです。
　私達は響きを体で感じ演奏するという非常に限られた音楽表現
ですが、聞こえなくても努力することで和太鼓を叩くことが出来
る、音楽を楽しむことが出来ることを伝えたいとの思いでこれか
らも練習に励んでいきます。ありがとうございました。

出場者の

声 豊中ろう和太鼓クラブ「鼓響」

　2017年、2018年と2年連続で準優勝だった激戦の地方大会in大阪で、2019年ようやく念願の優勝を
勝ちとり挑んだゴールドコンサート本戦でした。
　国際フォーラムという素晴らしいステージで熱演熱唱できたことを感謝しています。
　結果として、インターネット投票第２位もいただき、たく
さんの方々に応援していただいたことに感謝の気持ちでいっ
ぱいです。
　また、会場のお客様から「感動しました！」と直接お声掛
けもいただき、とても嬉しかったです。
　「驚き」「感動」「笑顔」をお届けできるようさらに精進
し、2020年もゴールドコンサート本戦に出場したいと強く願
っています。
　最後に、当日はボランティアの方々にとてもとてもお世話
になりました。
　この場をお借りしましてお礼を申し上げます。

出場者の

声 Harmony With You

　今まで一度も日本へ行った事がなかったので、日本行きはとても興味深かった。飛行機は機体も機内
もイケていた。機内の雰囲気は良く、全て順調だった。機内食も美味しかった。搭乗中、映画を見なが
らこれから始まるTOKYO体験の気分になった。
　台風日本上陸の情報に少し不安になった。台風が僕らの滞在
先に接近することを知り、その日は一日中、家の中にいる事に
した。そして、いくつか音楽を作った。台風が僕を直撃したら、それは
MC KOOの終わり・バイバイってことだ！
　ゴールドコンサートは最高で、あの場でパフォーマンス出来
た事は感動的だった。会場は巨大で人が溢れていた。皆が応援
してくれて、観客はコンサートを本当に楽しんでいるようだっ
た。サウンドチェックを終えた後、僕はメイクに向かった。小
さな日本の国旗を顔につけ、日本の武者になった。僕らはこれ
までにない力を出しきって、僕らの唄を歌った。最後に皆へメ
ッセージを送った。「僕らは皆、一人ひとり平等なんだ。お互
いに敬意を払う事を忘れないで。」
　日本へ行った事はずっと忘れない。僕の仲間とまた同じ旅を
してみたい。食べ物は美味しくて文化も面白い、そして、日本
について本当に多くを学ぶ事が出来た！

出場者の

声 MC KOO



　第16回ゴールドコンサートに出場させて頂きまして有り難うございました！
　東京国際フォーラムの大ホール空間、音響もすばらしく、とても気持ち良く演奏する事が出来まし
た。50代後半の私達にとってこれが最初で最後だという気持ちで本戦に挑みました！出場されてる皆
様の演奏も素晴らしく感動し、ここで演奏させて頂けた事に幸
せを感じました！長時間の待ち時間では有りましたが、スタッ
フの皆様、ボランティアの皆様の丁寧なご配慮で、なんの不自
由も無く過ごせました！有り難うございました！ 
　11月に入ってメンバー2人共に予定していた病気の治療の為
入院を行い無事に終了しました！来年からまた心新たに音楽活
動を再開し、ゴールドコンサートに出場した時の感動を、幸せ
を、皆様にお伝えするべく演奏して行きたいと思います

出場者の

声 神響

　“表現する場”を求め、様々なオーディションを受けるも障害を理由に落選することが続きスキルや
経験のなさではなく、障害によって選ばれないことに納得できずにいた時に出会ったのが「ゴールド
コンサート」でした。
　当時は今よりも障害者の表現の場が少なく、そんな世の中
を開拓していく趣旨に強く賛同し、まさに求めていた“表現の
場”でした。
　私にとって大切なきっかけとなったゴールドコンサート、
今回で６回目の出場となり「プロを輩出する」という進化を
遂げたゴールドコンサートを目の当たりにして時代の良き流
れを感じました。障害の種類や様々な音楽のジャンルを超え
音楽を通して伝わってくる感情にそれぞれの生き方を感じま
した。
　私自身の歌はまたしても緊張で満足とは言えませんでした
が、表現の自由を再確認でき続けてきて良かったと心から思
えるステージとなりました。
また、国内外で音楽を楽しむ仲間に出会え今後の励みになり
ました。

出場者の

声 真北聖子

＜第16回ゴールドコンサートボランティア説明会＞　
2019年9月29日(日)　13：30～15：30
株式会社日本オラクル会議室

　当日ご参加いただくボランティアの皆様向けに、担当す
る係の説明や注意事項等の説明会を実施ました。前回の
ゴールドコンサート映像やアイスブレイクを交えて和やか
に行い、参加いただいた方との交流を深めました。
　ボランティア説明会は、株式会社日本オラクル様にご協
力をいただき同社会議室にて開催しました。
（ゴールドコンサート説明会終了後には、同会議室でGCグ
ランドフェスティバル2019の説明会も開催しました。）

ボランティア説明会開催報告



　今回、ゴールドコンサートへ出演させて頂きありがとうございました。 
私自身、身体障がいを持ち、音楽活動している中で、障がい者の音楽イベン
トがないかと思っていたところ、ゴールドコンサートの存在を知りました。
沖縄でも地方大会が行われ、その年の東京での本戦をみて、障がい者ミュージ
シャンのレベルの高さ、努力、音楽に対する情熱をものすごく感じました。沖
縄での地方大会の際、実行委員会の貝谷様との出会いがあり、ゴールドコン
サートへのゲスト出演の依頼を受けた時、感謝の気持ちでいっぱいでした。
今回参加して、あらためて障がい者ミュージシャンの努力と情熱は計り知れ
ないものだと感動し、自分自身への励みになりました。ありがとうございま
した。このコンサートより障がい者ミュージシャンが音楽分野へ羽ばたいて
行く事を願います。

KAZUFUMI

■特別ゲスト
KAZUFUMI

■司会
村松 加王里
葛飾ふとめ・ぎょろめ

特別ゲスト
ゲスト
司会

特別ゲスト

　先ずは、今回もスタッフの方々、大変良くして頂いてアリガトウ御座い
ます。
　前回はチャレンジャーとして出演させて頂きましたが今回はゲストとし
て出演させて頂き、こんなに光栄な事はないです。
　前回も思ったのですが今回も自分が歌う、表現するにあたって沢山の人
が一生懸命に動いて頂いてる事に心より感謝！です。
　今一度、歌う事、表現する事はスタッフの方々が居て、お客様が居て初
めて成り立つんだな、と強く思いました。
　今回も予選を勝ち抜いた多種多様な表現者が集い、まさにこれは異種格
闘技戦だな、誰が優勝してもおかしくないな、と思いました。
　そして、様々な障害を抱えながらもスポットライトの下で目一杯表現を
している出演者の皆様はとても綺麗でした。
　ゲストという枠で出演させて頂きましたが今回も沢山の宝物を皆々様か
ら頂きました。
　心よりアリガトウ御座いました！

口石和人
ゲスト

本戦
■ゲスト
口石 和人（15周年ゴールドコンサートグランプリ）

■挨拶
野田 聖子（衆議院議員）
アリ・ホンカネン（フィンランド大使館 一等書記官）

予選大会in大阪
■ゲスト
口石 和人　15周年ゴールドコンサートグランプリ

■司会
斎藤 日登美
吉井 康雄

Ⓒ大高英樹

Ⓒ大高英樹



　J.P.モルガンは2015年からゴールドコンサートのお手伝いをさせていただいており、私は3回
目のボランティア参加となりました。
　今年は日本・フィンランド国交成立100周年ということで、フィンランドからMC KOOさん
と仲間2名が来日しました。これまではコンサート当日のみのお手伝いでしたが、今回は空港
から宿泊先へのアテンドにも挑戦してみました。空港で出会った瞬間から、MC KOOさんはハ
イテンションで「日本に来て演奏できることを大変嬉しく思っています」と熱く語ってくれま
した。
　コンサート当日はエネルギッシュな演奏やダンスを披露してくれ、観客席からガッツポーズ
＆拍手をおくりました。コンサート終了後に再会したときには思わず抱き合ってしまい、別れ
が辛かったです。また、来年も新しい出会いを楽しみにしています。

川嶋真理（J.P.モルガン）

　ゴールドコンサートのボランティアに4回も参加していたとは自分でも驚きでした。
会社からゴールドコンサートのボランティア募集を見て「心身面に不自由のある方々のコンサ
ートのお手伝い」、「もしかしてライブも聴ける！」、そんな軽い気持ちで参加をしました。
　1回目は何が何だか分からないうちに終わり、その後の打上げ懇親会にも参加しました。
音楽も聴ける上に懇親会もある、こんな楽しいボランティアはないと思いつつ回数を重ねてい
くうちに、障害を抱える方々に接する自分の気持ちに変化があることに気づき始めました。そ
れは、相手の方がどのような場面でどのようなサポートを求めているのかを深く知りたいとい
う気持ちがより強くなったことです。
　ゴールドコンサートのスタッフの出場者に対する接し方は愛にあふれ、尊敬に値するもので
した。相手が必要な時に必要なサポートが出来るようになることで、日常生活においても不自
由を感じる方々の一助になれればと思っています。

鈴木里美（大同生命保険株式会社）

ボランティアメッセージ

＜企業＞
株式会社コヤマドライビングスクール
J.P.モルガン
大同生命保険株式会社
日本オラクル株式会社
公益財団法人日本ケアフィット共育機構（TASKAL）
ノーベルファーマ株式会社

本戦

亀谷 友輝　 酒井 智子　 坂本 和浩　 志々目 璃奈　 高田 弘治　 高田 大　 長井 勘治
中村 辰男　 松藤 雅　 森下 凪子　 山本 奈実　吉井 雪絵　 大同生命保険株式会社の有志
希望者のみ掲載させていただきました。

運
営
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ラ
ン
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ィ
ア

木村 礼子
湯澤 梢
佐古 脩
伊藤 雅史
髙野 典恵
吉村 翔

予選大会in大阪

鈴木 夏未
坂巻 麗子
杉田 ほたか
金澤 海斗
菅野 るり江
戸田 春佳

＜個人＞
平田 征一郎
赤間 美歩
豊島 弘一郎
松田 広平
仲林 孝
金坂 益宏



「ゴールドコンサート」を知ったのは13年以上前、社内にボランティア募集ポスターがあり、障がい者のコン
サート？面白そう！という事で応募したのがきっかけで、ボランティアに参加した翌年からスタッフとして関
わらせて戴いております。
　私は聴覚障がいがあり、正直、音楽の世界に興味が薄い事もありましたが、他の障害者は音楽の世界にどの
ように接しているのか大変興味がありました。
　当日のボランティアでは、素晴らしい演奏を間近に見る事が出来、皆さん音楽を本当に愛しているのだな、
障がいに関係ないな、表現方法が色々あるのだな、と感動したのを覚えています。新しい、そして素晴らしい
世界でした。
　自身が聴覚障がい者だからこそ、逆に音楽の世界の素晴らしさを聴覚の方々に広めたいという気持ちがあり
ます。演奏者が自身の熱い想いを音楽に載せて必死で表現する姿、その姿が好きで、これからもゴールドコン
サートに関わって行きたいと思います。

鈴木雅弘

　ゴールドコンサートのお手伝いを始めたのは2008年ころからだったと思います。社内のボランティア募集の告
知を目にしたことがきっかけです。音楽にはそもそもバリアは無いと考えており、演奏の「音楽性を評価する」と
いうゴールドコンサートの理念に大変共感して応募したのを覚えています。
　当日の担当ポジションはステージ関係の準備・設営、出演者毎の舞台転換を担当する裏方スタッフ。ミュージシ
ャンにもっとも近い位置から、客席からとは違った角度で演奏を見られる貴重なポジションです。当然ですが、出
場者は音楽に真剣に取り組んでおり、我々もボランティアながらプロ意識をもって取り組んでいます。
　ミュージシャンが主役なのはもちろんですが、それを支える各担当ボランティアのプロ意識との融合がゴールド
コンサート最大の魅力だといつも感じています。

相馬優一郎
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ご意見・ご感想
・入場せずにモニターで楽しめたら、少しゆるーくしてもらえたら、気
軽に足を運べるのに。冷房が強い時は廊下であたためたい。椅子がほし
い！来年も来れるといいな。
・ゴールドコンサートに出場されている方々が普通に社会で、世の中で
（テレビや一般の舞台で）活躍されるようになればいいと思います。ご
ちゃまぜの社会が来たらいいなと思います。そういう社会を音楽から引
っ張っていってほしいです。
・時間が早く始まりよかった。いつも終了時間が遅くなるのが気になっ
ていた。今回は最後までみれてとてもよかった
・出演者の歌唱力、演奏力も回毎にアップしているのがわかります。参
加させていただくだけで私もがんばろうとゆうきをもらいます。
・開始時間を早目にしていただき、ありがとうございます。公演時間の
出入りの短縮していただき、長時間にならないような配慮をありがとう
ございます。
・音楽の素晴らしさを改めて感じました。障がい者の方との交流ができ
る場がもっとあればいいなと思いました。皆さんのパワーをすごく感じ
ました。
・皆さんの技術の高さに驚きました。どんどん力を発揮していってほし
いと思います。
・本日はすばらしいコンサートにお招き頂いてありがとうございました。
子ども達にとっても職員にとっても良い経験になりました！
・障害があってもすばらしい音楽を演奏されていることに大変おどろき
ました。これからも頑張ってください。
・スタッフの方たちの対応がとても良く気分よく参加できました。あり
がとうございました！
・はじめて来ましたが、とても感動しました。またきます。
・午後一であれば帰り時間が気にならないので。投票用紙、点字があれ
ば良かったです。
・すばらしいゴールドコンサートで、私もまた来年大阪予選がんばろう
と力に励みになりました。
・照明がまぶしく、集中できなかった（客席に向いてた時）
・テレビ出演を増やすべき、観ていて現行のテレビより技能内容とも数
段楽しい。
・小学生の子供にはもう少し早い時間から開催だといいなと思いました
が、とてもすてきな機会になりました。ありがとうございました。

観客アンケート結果










































